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1. 2023年2月期第2四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第2四半期 19,396 ― 12 ― △0 ― △17 ―

2022年2月期第2四半期 19,683 △7.1 319 △46.6 301 △47.7 196 △48.4

（注）包括利益 2023年2月期第2四半期　　△28百万円 （―％） 2022年2月期第2四半期　　200百万円 （△50.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第2四半期 △19.18 ―

2022年2月期第2四半期 211.40 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年2月期第2四半期 16,858 2,900 16.1

2022年2月期 16,477 2,958 16.9

（参考）自己資本 2023年2月期第2四半期 2,717百万円 2022年2月期 2,787百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年2月期第2四半期

に係る各数値については、当該会計基準を適用した後の数値となっております。このため対前年同四半期増減率は記載しておりません。なお、当該会計基準等

を適用しなかった場合の営業収益は20,055百万円（対前年同四半期増減率1.9％）です。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2023年2月期 ― 0.00

2023年2月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,800 ― 140 ― 110 ― 50 ― 53.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

2023年２月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後

の金額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期2Q 934,999 株 2022年2月期 934,999 株

② 期末自己株式数 2023年2月期2Q 6,643 株 2022年2月期 6,643 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期2Q 928,356 株 2022年2月期2Q 928,356 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、(添付資料)３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第２四半期連結累計期間と収益の

会計処理が異なることから、以下の経営成績に関する説明において増減額及び前年同四半期比（％）を記載せずに

説明しております。詳細については、「２　四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年８月31日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

感染症の影響のあるなか、ワクチン接種の促進により新規感染者数が減少し明るい兆しが見られるものの、一方で

は、変異株の拡大により一進一退の状況が続いております。加えて、ロシア・ウクライナ情勢の長期化が懸念さ

れ、それに起因する資源価格の上昇等、景気の先行きは不透明な状況が継続しております。

個人消費につきましては、行動自粛の緩和などで幾分明るさを取り戻しつつありますが、雇用・所得環境の悪化

は改善されず、厳しい状況で推移いたしました。

小売業界におきましても、新型コロナウイルス感染症拡大抑止のための外出自粛要請やテレワークの推進等によ

るお客様の内食需要の高まりへの対応や、店舗における感染拡大防止策の実施等、求められるものは引き続き変化

しており、労働需要の逼迫に伴う人件費関連コストの増加、さらに、企業の統合・業界再編への動きがより一層強

まるなど業界を取り巻く環境は引き続き厳しさを増しております。

このような状況のもと、当社は新型コロナウイルス感染症の影響により、食料品および日用品の需要は引き続き

好調に推移したものの、前年同期の買い溜め需要の反動減の影響がありました。そのような状況のなか、当社は基

本方針を「マルヨシセンターらしさの実現」とし、経営理念である「健康とおいしさ」をキーワードに、高まる簡

便需要への対応と外食需要の取り込みを図るため、味、品質にこだわった味付き肉やデリカ（惣菜）の商品開発を

強化しております。また、基本の徹底「挨拶」「接客・サービス」「鮮度管理・クリンリネス」「品切れさせな

い」を行動の基本とし、地域のお客様に喜んでいただけるように取り組んでおります。当第２四半期連結累計期間

は、シェア拡大のために徹底して商品量を増加させたことで、売上高・客数は前期を上回り順調に推移したもの

の、３月に導入した新基幹システムの不具合も重なり、数値管理が不十分な状態となり、値下げ・廃棄が増加、荒

利益高の十分な確保が出来ませんでした。現在は、新基幹システムの不具合は概ね解消され、シェアを確保しつ

つ、荒利益高の最大化に向けて無駄な値下げ・廃棄が発生しない適切な商品量を目指して改善を進めております。

また、原油価格の高騰、円安の影響等による商品原価や光熱費等の増加についても、より強固な経営基盤の構築を

目的とした生産性の改善をさらに進めることで、経費の圧縮を図り、１人当たりの利益高の向上に取り組んでおり

ます。

このような取り組みの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は187億38百万円（「収益認識会計基準」適用

前売上高193億97百万円、前年同期は190億51百万円）、営業利益は12百万円（前年同期は３億19百万円）、経常損

失は０百万円（前年同期は３億１百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は17百万円（前年同期

は１億96百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、現金及び預金が１億53百万円、売掛金が１億58百万円増加したことなどにより、前期末に比べ４億

63百万円増加し、34億49百万円となりました。

有形固定資産は、前期末に比べ64百万円減少の110億63百万円、無形固定資産は、前期末に比べ16百万円減少の

６億55百万円となりました。

投資その他の資産は、投資有価証券が30百万円減少した一方で繰延税金資産が32百万円増加したことなどによ

り、前期末に比べ２百万円減少の16億83百万円となりました。

繰延資産は、前期末に比べ０百万円減少し、５百万円となりました。

（負債）

負債は、前期末に比べ４億38百万円増加し、139億57百万円となりました。その主な内訳は、買掛金が５億46百

万円増加したことなどによるものであります。

（純資産）

純資産は、前期末に比べ58百万円減少し、29億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績の見通しにつきましては、第３四半期以降の新型コロナウイルス感染症及びロシア・ウクライナ情勢の影響

を現時点で想定することは困難なものの、最近の原油価格の高騰、円安の影響等による商品原価や経費の上昇、第

２四半期の業績動向、その他入手可能な情報や予測等も勘案し、2022年４月13日発表の業績予想から修正しており

ます。今後、感染症の拡大または収束、ロシア・ウクライナ情勢の影響等により、商品供給や店舗営業等の事業活

動に大きな影響を及ぼす場合には、速やかに業績見通しの修正開示を行います。

詳細につきましては、別途開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,240,526 1,393,774

売掛金 374,042 532,298

商品 1,254,310 1,236,617

その他 117,574 287,247

流動資産合計 2,986,454 3,449,937

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,061,562 16,110,136

減価償却累計額 △12,512,644 △12,613,363

建物及び構築物（純額） 3,548,918 3,496,772

機械装置及び運搬具 2,144,036 2,133,392

減価償却累計額 △1,853,379 △1,825,015

機械装置及び運搬具（純額） 290,656 308,377

工具、器具及び備品 2,685,110 2,748,198

減価償却累計額 △2,305,889 △2,307,716

工具、器具及び備品（純額） 379,220 440,482

土地 6,699,530 6,699,530

リース資産 358,843 364,629

減価償却累計額 △213,164 △246,765

リース資産（純額） 145,678 117,864

建設仮勘定 63,176 -

有形固定資産合計 11,127,181 11,063,026

無形固定資産 671,579 655,536

投資その他の資産

投資有価証券 302,545 271,924

繰延税金資産 511,367 544,058

差入保証金 834,577 830,753

その他 66,777 66,156

貸倒引当金 △29,000 △29,000

投資その他の資産合計 1,686,268 1,683,893

固定資産合計 13,485,029 13,402,456

繰延資産

社債発行費 6,165 5,957

繰延資産合計 6,165 5,957

資産合計 16,477,649 16,858,351

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,352,282 2,898,931

１年内償還予定の社債 174,000 188,000

短期借入金 150,000 -

１年内返済予定の長期借入金 2,179,579 2,164,835

未払法人税等 136,477 56,615

賞与引当金 114,872 115,872

ポイント引当金 28,444 -

契約負債 - 81,593

その他 889,679 1,150,317

流動負債合計 6,025,333 6,656,164

固定負債

社債 585,000 584,000

長期借入金 5,463,555 5,353,832

リース債務 114,220 75,130

退職給付に係る負債 1,072,744 1,051,772

役員退職慰労引当金 71,100 49,498

資産除去債務 111,485 112,516

その他 75,360 74,713

固定負債合計 7,493,466 7,301,462

負債合計 13,518,800 13,957,626

純資産の部

株主資本

資本金 1,077,998 1,077,998

資本剰余金 514,827 514,827

利益剰余金 1,208,504 1,161,165

自己株式 △24,743 △24,743

株主資本合計 2,776,586 2,729,247

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △11,301 △32,544

退職給付に係る調整累計額 22,438 20,884

その他の包括利益累計額合計 11,136 △11,660

非支配株主持分 171,125 183,138

純資産合計 2,958,849 2,900,725

負債純資産合計 16,477,649 16,858,351
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

売上高 19,051,420 18,738,630

売上原価 14,337,848 14,482,760

売上総利益 4,713,572 4,255,870

営業収入 631,842 657,798

営業総利益 5,345,415 4,913,668

販売費及び一般管理費

販売促進費 406,762 163,569

消耗品費 132,104 115,575

運賃 293,387 303,895

賃借料 9,846 8,333

地代家賃 369,385 367,045

修繕維持費 217,190 235,953

給料手当及び賞与 2,224,757 2,195,167

福利厚生費 310,123 311,413

賞与引当金繰入額 107,327 105,920

退職給付費用 41,890 41,561

役員退職慰労引当金繰入額 4,126 3,798

水道光熱費 373,469 488,218

減価償却費 250,123 282,448

その他 285,352 278,475

販売費及び一般管理費合計 5,025,846 4,901,376

営業利益 319,568 12,292

営業外収益

受取利息 311 250

受取配当金 3,406 4,203

受取手数料 2,920 2,720

保険配当金 426 2,675

リサイクル材売却益 3,386 3,291

補助金収入 505 2,328

その他 7,024 3,802

営業外収益合計 17,981 19,272

営業外費用

支払利息 32,588 28,127

その他 3,631 3,731

営業外費用合計 36,220 31,859

経常利益又は経常損失（△） 301,329 △294

特別利益

固定資産売却益 - 798

特別利益合計 - 798

特別損失

固定資産除却損 34 5,245

特別損失合計 34 5,245

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
301,295 △4,740

法人税、住民税及び事業税 70,460 23,614

法人税等調整額 25,912 △22,648

法人税等合計 96,373 966

四半期純利益又は四半期純損失（△） 204,921 △5,707

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,667 12,100

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
196,253 △17,808

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 204,921 △5,707

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △591 △21,243

退職給付に係る調整額 △3,429 △1,554

その他の包括利益合計 △4,020 △22,797

四半期包括利益 200,901 △28,505

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 192,243 △40,517

非支配株主に係る四半期包括利益 8,658 12,012

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客への商品の提

供における当社の役割が代理人に該当する一部の取引については、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識し

ておりましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入れ先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更

し、販売促進のためのポイント制度における付与ポイント及びお買物券を履行義務と識別して契約負債を認識し、履

行義務が消滅する利用・失効時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が659,032千円、売上原価が413,026千円、売上総利益が246,006千

円、販売費及び一般管理費が246,389千円それぞれ減少し、営業利益が383千円増加し、経常損失、税金等調整前四半

期純損失がそれぞれ383千円減少しております。また、利益剰余金の第１四半期連結会計期間期首残高は1,482千円減

少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」及び「その他」の一部を「契約負債」として表示しております。なお、収益認識会計基準第89-2

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日）（以下「時価算定会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、

将来にわたって適用しております。なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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